
 

令和７年度第１回 清水町景観まちづくり審議会 会議録 

 

令和７年４月 18 日（金） 

        午後２時 00分   開会 

清水町役場 別館会議室 

審議会次第 

 

 

１ 開会 

 

２ 委嘱状交付 

 

３ 町長あいさつ 

 

４ 委員自己紹介 

 

５ 会長・副会長選任 

 

６ 会長あいさつ 

 

７ 議事 

 ⑴ 令和６年度の取組について 

⑵ 清水町眺望点の指定について 

 ⑶ 令和７年度の取組について 

 

８ その他 

 

９ 閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



事務局から審議内容の説明後、次のような質疑・応答がありました。 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

７⑴ 令和６年度の取組について 

 

景観法の届出について、未届出案件についてはどのように対応している

か、未届出件数は把握しているか、指導はどのように実施しているか 

 

景観法の届出基準と土地利用の届出の基準が概ね同じであり、土地利用

の届出があった際に指導をしているため、未届出はないと認識している 

事前相談の段階で指導を行い、不適合になる届出がないように対応して

いる 

 

届出後の完了の確認は、行っているのか 

 

完了報告は求めていないが、パトロールを行い確認している 

 

めがね橋の除草作業を実施したとのことだが、もっと景観の取組を情報

発信したほうが良いのではないか 

 

今後、景観の取組について広報しみずや町ホームページを通じて情報発

信できるよう検討していく 

 

情報発信は、多種多様なツールがあるなかで効果的に発信することは、

難しいと感じている 

関係団体という立場から協力していきたいと考えている 

 

 

柿田橋の下にゴミが捨てられており、景観に問題がある 

 

 

外来種駆除活動で上流部での活動は実施しているが、柿田橋がある下流

部では流れが速いため実施できていない 

安全第一で関係機関と協議し対応を検討していく 

 

丸池公園で鳥にエサを与える人がいて、糞害がおきているが、町として

何か対策ができないか 

 

現地確認を実施したうえで関係機関と協議し、対応を検討する 

 

 

委員 

 

事務局 

 

７⑵ 清水町眺望点の指定について 

 

めがね橋は近景にあたると思われるため、修正してほしい 

 

ご指摘のように修正する 

 



委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

事務局 

眺望点サインに QR コードを追加し、眺望点の詳細情報やデジタルアー

カイブが閲覧できるようにしたほうが良いのではないか 

 

QR コードの追加を検討していく、眺望点サインに追加することになる

ため、配置等を検討し、審議会でも意見を聞いていきたいと思う 

 

橋の眺望点の詳細図について、橋全体を眺望点のエリアとして記載した

ほうが良いのではないか 

 

ご指摘のように修正する 

 

眺望点の公表資料に、古い写真を掲載できないか 

 

古い写真を探したが、眺望点からの視点と同様の写真が存在しなかった

ので掲載しなかった 

 

古い写真がないとのことだが、町民が持っている場合があると思うので

写真提供してもらったらどうか 

 

権利関係や個人の顔が写っている場合があるため、難しいと思われる 

 

眺望点の写真を春夏秋冬の４枚を掲載したほうが良いのではないか 

 

今後、追加を検討していきたい 

 

丸池公園は三島市に隣接しているため、眺望点を差別化していく必要が

あるのではないか 

また三島市と連携してはどうか 

 

三島市の指定状況を確認し、検討する 

 

 

 

７⑴ 令和７年度の取組について 

 

意見なし 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

８ その他 

 

空き家が増加している思われるが、空き家を解体して公園等の子供の遊

び場にできないか 

 

清水町の空き家率は、県平均と比較しても低くなっている 

所有者の権利があるため、空き家を解体し子供の遊び場を整備するのは

難しいと思われる 

 

柿田川を今は普段ながめるだけになっており、子供たちが身近に自然を



 

 

 

委員 

感じ遊べる環境がなくなってきている 

昔はドジョウを手でつかめる環境があった 

 

確かに人と景観の調和は大切である 

社会実験等で協力できることがあると思う 

 


